


































大 西 照 人
2種類の物質を,膜状に交互に積み重ねて作った人工周期をもつ層状物質は"人工格子〝と
呼ばれ,新しい物性発現の可能性を秘めた新物質として注目されている｡我々は超高真空蒸着
法で合成した(京大 ･化研 ),固溶系 bccFe-bccV,非固溶系bccFe-hcpMgの各種人工
格子につき,結晶学的立場からX線回折によりそれらの構造を研究した｡
()
どちらの場合も人工周期 (20≦A≦45A)に対応した小角域散乱が明瞭に観測され,良好な
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人工格子が形成されていることが確認された｡また層内からのバルクの散乱の解析により,Fe
-V系では(110)Fe/(110)Ⅴ,Fe-Mg系では(110)Fe/(00_1)Mgの最密充填面を成長方
0
向とする優先配向が観測されたoLかLFe-Mg人工格子ではFe層の厚さに臨界値 スC-15A
が存在し,それ以下ではFe層は結晶化せず非晶質的であることが兄い出された.また 〔Fe
0 o o
(15A)lMg(30A)〕6｡(A-45A)につき,詳細な回折パターンを測定し,その高角域反射の著
しい強度の減少とピークの拡がりを,人工周期の分布を導入したExtendedStepModelで解析
した｡その結果,全積層数60枚のうち可干渉積層数は約12枚,一層内の積層原子面数にして
約 1枚に当る周期の乱れが存在することがわかった｡
次に各原子の再配列を起こす目的で各試料をアニールした｡Fe-Mg系人工格子を130-150
℃に保つと,可干渉長が大きくなり,各層内での原子面の配向が促進されるが,250℃では人
工周期が破壊されることが観測された｡高融点をもつFe-Ⅴ系人工格子でも290-550oCにお
けるアニーリングにより著しい原子の再配列による回折パターンの変化が見られた.このよう
に,人工格子ではバルクに比べ,充分低い温度で原子の再配列が起こる,興味ある結果が得ら
れた｡
7.焼結ダイヤモンドアンビルを用いた超高圧高温発生
内 海 渉
静的超高圧発生のためのアンビル材料として焼結ダイヤモンドを作 り,発生圧力領域の拡大,
加圧試料空間の増大,高温発生技術の確率を目的として研究を行なった｡
超硬合金から溶侵したCoをバインダーとして高圧下で焼結させる方法により,外径4.5mm,
高さ約4mmの円柱状焼結ダイヤモンドを製作した｡
得られた焼結ダイヤモンドをアンビル状に加工し, ドリッカマ方式及び6-8-2方式によ
る加圧を行ない,Fe8｡.94V19..6の電気抵抗変化から50GPa以上の圧力発生ができることがわ
かった｡また,この焼結ダイヤモンドはCoを15weight%以上含んでいるにもかかわらずX
線の吸収が非常に少なく,厚さ4mmでも約 10% のMoKa線が透過できることを兄い出し,従
来不可能と思われていた焼結ダイヤモンド内を透過してのⅩ線回折実験が可能であることが明
らかになった｡そこでフォトンファクトリー の放射光を利用して超高圧下でのX線回折実験を
行ない,NaClとAuの体積変化から圧力を決定し600Paまでの圧力発生を確認した｡加圧
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